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1947年 6月 f夏の花』を 『三田文学jに発表し、世評が高い。
11月 f廃櫨からjを 『三田文学』 に発表。
1948年 6月 『近代文学J同人となる。
12月 『夏の花Jで第 1回水上滝太郎賞を授賞。
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21）『定本原民喜全集J第3巻、 青士社、 1978、p.18。
＊討議要旨
棚町知瀬氏は、 ①「夏の花Jとはどのような花であり何を表象しているのか、 ②原爆文学を研究する
ならば、広島のみならず長崎の問題も視野に入れて考察してほしいと、感想を述べた。
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